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研究成果の概要（和文）：　祭りの支度を通じて以下に示す共同体固有の〈心体知〉を後継者世代が仲間内や現
役世代と多対多の相互作用から集団学習するメカニズムを解明した。  (1) 心: 成員たちがもつ価値観や見識、
信頼感といったエートス (e.g. 他者への気配り, 自己犠牲の精神)  (2) 体: 成員間で力や身体位置の配分が必
要な協働活動技法 (e.g. 唄のリズムと木や縄の操作との同調)  (3) 知: 祭具の名称や用法、祭りのしきたりと
いった共有知識 (e.g. 社各部位の木材や縄結びの呼称)
　共同体〈心体知〉を学習する成員たち自身のやり方を相互行為分析から炙り出し、その学習のメカニズムを解
明した。

研究成果の概要（英文）： We clarified the leaning mechanism of the community-specific `ethos,' `
coordinated body skills,' and `common knowledge,' which are inherited from generation to generation 
through the preparatory works for a traditional festival. i) `Ethos': values, insight, and 
confidence that the members of the community have (e.g., consideration for others and the spirits of
 self-sacrifice); ii) `Coordinated body skills': collaborative techniques required for controlling 
the force and the placement of the bodies among the members (e.g., synchronization between the 
rhythm of singing and the operation on trees and ropes); and iii) `Knowledge': common knowledge 
about the usage of festival equipments and traditional conventions (e.g., the names of parts of 
woods and of rope knitting). 
 We analyzed how the members of the community learn these `ethos,' `coordinated body skills,' and `
common knowledge' through detailed video analysis, and revealed the model of the group learning.

研究分野： 認知科学、心理学、コーパス言語学
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１．研究開始当初の背景 
	 従来研究では、熟達者個人がもつ知識や技
術、実践のエッセンスを初心者個人がどう引
き継ぐかという個人「内」の学習の域を出な
い研究しかなかった。これらは、熟達者と初
心者、1対 1の学習モデルとなっている。 
これに対し、本研究で扱うのは熟達者たちが
共有している知識や技術や習性であり、個人
「間」の相互作用の中に立ち現れる概念であ
る。従って、熟達者たちと初心者たちという
多対多の学習をターゲットとし、初心者が教
え導かれるだけでなく、仲間うちでの相互作
用からも共同体〈心体知〉を獲得・共有・強化
していくという学習モデルの構築に研究の途
を進めるものであった。 
 
２．研究の目的 
	 本研究の目的は、祭りの支度を共に行うこ
とで、以下に示す共同体固有の〈心体知〉を後
継者世代が仲間内や現役世代と多対多の相互
作用から集団学習するメカニズムを解明する
ことである。 
心: 成員たちがもつ価値観や見識、信頼感
といったエートス(e.g. 他者への気配り , 
自己犠牲の精神) 
体: 成員間で力や身体位置の配分が必要な
協働活動技法(e.g. 唄のリズムと木や縄の
操作との同調) 
知: 祭具の名称や用法、祭りのしきたりと
いった共有知識(e.g. 社各部位の木材や縄
結びの呼称) 
共同体〈心体知〉は個々人が持つ知識・技法・

習性のうち、他の成員と共有する部分を指し
(図 1)、世代内・世代間の相互作用の中で初め
て学習可能になる。本研究では、共同体〈心体
知〉を学習する(1)成員たち自身のやり方を相
互行為分析から炙り出し、(2)背後にある認知
メカニズムを解明する。 
 
３．研究の方法 
(1)	祭りの支度の経年的データの収録と整備	
①データ収録	
■収録場所：長野県下高井郡野沢温泉村	
■対象：(i)野沢温泉で 1月に行われる道祖神
祭りの支度を担う「三夜講」という数え42歳
につらなる 3 世代の集団の相互作用を収録対
象とする。1 三夜講内では、毎年 42 歳 30 名

弱の集団が祭りの中心的な執行を担う「世話
人」(現役集団)となり、それより年下の 41歳、	
40 歳の集団は「見習い」(後継者集団)として
世話人を手伝う。(ii)野沢温泉の湯澤神社祭
礼(9 月)の獅子舞・猿田彦の舞集団(30 歳前
後)を対象とする。現役世代 8名、後見者世代
数名から編成される。	
②	データ整備	
■同期映像の作成：複数台のカメラで同一場
面を撮影した映像を同期信号(撮影時に挿入
した手拍子)をもとに、同一時間軸に併置した
合成画面を作成する。	
(2)共同体〈心体知〉学習の相互行為分析	
①〈知〉の学習：祭具の名称や用法などの共有
知識が形成されていく過程を定式化	
言葉・絵図・写真などで記号化される知識を
対象とする。木は使用用途に応じて、桁・ダキ
桁・井桁・垂木等といった名称がつく。木の運
搬や養生、社殿造営に使われる縄結びにも部
位や目的に応じて、箱結び・本結び・丸太結
び・トックリといった結び方と名称がある。
祭具として利用される提灯等にも制札灯籠、
榊灯籠、猿田御幣灯籠といった名称と形があ
る。	
②〈体〉の学習：	他者との同調が必要な協働
活動技法が体得されていく過程を定式化	
掛け声や唄や囃子にあわせて、複数人が同時
に対象へ働きかける協働活動を対象とする。
「せーの」「よいしょ」という掛け声や合いの
手に併せた木の運搬・操作、胴突唄に合わせ
た御神木立て、笛や太鼓の奏者と2〜6名で舞
われる獅子舞など、数十名がリズミカルに力
や身体を配分する必要がある。	
③〈心〉の学習：	物事や人を意味づけるエー
トスが組成されていく過程を定式化	
言動の端々に含みとして表れる物事や人に
対する価値観、心得、信頼感などを対象とす
る。木の運搬の為に一斉に木に近づく時他者
の進路を遮らないようにする、協働相手が必
要としている道具をそっと渡すといった他者
配慮やきつい作業を自ら率先して行うという
自己犠牲の精神が随所にみられる。そして、	
3 年間互いを思いやりながら祭りの支度に携
わることは相互信頼感を形成する。	
(3)	共同体〈心体知〉学習メカニズムのモデ
ル化	
〈知〉〈体〉〈心〉学習個々の研究成果を統合し
た〈心体知〉学習メカニズムをモデル化する。	
	
４．研究成果	
(1)	祭りの支度の経年的データの収録と整備	
	 収録・整備を行った祭りの行事と年度を表
1,2 に示す。	
(2)共同体〈心体知〉学習の相互行為分析	
①〈知〉の学習：	
	 縄の編み方・結び方や道具の名称など祭り
に特有の知識が活動と結びついて獲得・共有
される方法をみた。縄編みの場面に焦点を当
て，教えるものと学ぶものの手の動きを観察	
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図 1 共同体〈心体知〉モデル 



表 1 道祖神祭りの主な収録内容 

行事名	 時期	 既収録年度	

シート洗い	 6 月中旬	 H26,27,28,29	

御神体伐採	 7 月上旬	 H26,27,28,29	

ぼや出し	 9 月下旬	 H25,26,27,28	

御神木伐採	 10 月中旬	 H24,25,26,27,28,29	

御神木里曳き	 1 月 13 日	 H25,26,27,28,29	

社殿組み	 1 月 14 日	 H25,26,27,28,29	

道祖神祭り	 1 月 15 日	 H25,26,27,28,29	

	

表 2 湯澤神社例祭の主な収録内容 
行事名	 時期	 既収録年度	

神楽の稽古	 8 月中	 H26,27,28,29	

稽古まるめ	 9 月 6 日	 H26,27,28,29	

最終準備作業	 9 月 7 日	 H26,27,28,29	

祭礼本番	 9 月 8 日	 H25,26,27,28,29	

神輿巡業	 9 月 9 日	 H25,26,27,28,29	

	
する．それまで動いていた学ぶものの手が一
旦止まるという情報は，「何かを教えるタイミ
ングである」という事実を，教えるものと学
ぶものとの間に顕在化させていた．発話によ
る質問と同時に手の動きを緩めると、教え
手はその緩んだ手に自身の手を添わせて局
所的に編み方を伝授するという方法が取ら
れていた。	
②〈体〉の学習：	
	 多人数で重たいものを持ち上げたりするた
めに重要なリズム取りの役割を果たしている
のは唄であった。御神木を設置する際には、
まず雪上に掘られた穴に御神木を仮に立て
たあと、これを雪中深く突きさす「胴突」が

行われる。胴突では、木に井の字型に固定さ
れた桁木に取りつく「井桁」係と、木のなか
ほどに結わえられたトラ（ロープ）に取りつ
く「トラ」係の二役に分かれて共同作業を行
う（図 2）。井桁係がいっせいに井桁を持ち
あげると、御神木は一瞬、少し浮き、その頂
点でトラ係がタイミングを合わせていっせ

いに周囲からトラを引くと、御神木は雪中
深くめりこむ。この複雑な共同作業のタイ
ミングを調節しているのが「胴突唄」であっ
た。歌の微細な構造は、あたかも会話におい
て発話が次の発話のタイミングを「投射」す
るように、動作のタイミングを予告し、共同
作業に関わっていた。	
③〈心〉の学習：	
	 百名近くの人が同時並行的に作業を進め
るためには、各人が臨機応変にその場で必
要な作業を見出すことが必要である。今目
の前にある活動の中から自ら手を出す箇所
を発見し、躊躇なく動き出せる力が三夜講
を通じて経時的に獲得されていくことを明
らかにした。	 彼らの中には、その場にいて
必要性に気づいたならただちに手助けすべ
きという価値観が植え付けられていき，こ
れが三夜講の年数を経るごとに全員に浸透
していくのである．ブルーシートの端を上
げたり雪ならしを手伝うなど一見何気ない
共同活動である〈体〉が、目の前の出来事か
ら問題を検出したなら速やかに行動に移る
ことという〈心〉に根ざしていることが見て
取れた。	
(3)	共同体〈心体知〉学習メカニズムのモデ
ル化	
	 	 〈知〉と〈体〉は相互に不可分であり、
ある活動を行うなかでどちらも学習される。
さらに、その背後に〈心〉があり、いくつも
の活動を通じて〈知〉〈体〉を得る中で、意
識的・無意識的に取得・強化されていく。反
対に、〈心〉が体得されたなら、それに基づ
く〈体〉が自ずから実践され、たとえ未経験
の活動も作法通りに行えるようになる。こ
れらを図 3のようにモデル化した。 
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図 3 〈心体知〉学習モデル	
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